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A STUDY OF CONDITIONING TREATMENT OF NOCTURNAL 
          ENURESIS BY BUZZER ALARMS
 SetSUko YACHIKU, Sigeo KANEKO and Takashi KURITA 
From the Department of Urology, School of Medecine, Kinki University 
SUMO YACHIKU 
   From the Department of Urology, Asahikawa Medical College
   A study of conditioning treatment with a buzzer alarm was made on 50 children with func-
tional enuresis. The treatment was completely effective in 28 patients (56%), satisfactorily effec-
tive in 12 patients (24%), fairly effective in 9 patients (18%) and ineffective in 1 patient (2%). 
Combining the numbers of the completely effective and satisfactorily effective groups, the cured 
rate was 80%. Within 3 months, 26% of the subjects were completely cured and 2% satisfactorily 
cured, and within 6 months, 44% were completely cured and 16% satisfactorily cured. This 
means that 60% were satisfactorily cured or better within 6 months. Though symptom of enuresis 
relapsed in 5 patients, all of them were finally cured. The treatment of enuresis with the alarm 
system was significantly more effective than medical treatment using tricyclic antidepressants and 
so on, and was assessed as the most successful treatment available at the present time. 
                                                   (Acta Urol. Jpn. 35: 597-601,1989)









































重 症(毎 晩1～3回 以上):36例(72%)
中等 症(4～6回/週):10例(20%)
軽 症(3回/週 以 下):4例(8%)
〔4〕条件づけ療法前処置
未 治 療10例(20%)




つま り乳児期 か ら引き続いて夜尿のあ る もの46例,
「獲得型」つまり6ヵ月以上夜尿のない時期があ り,
なんらかのきっかけで夜尿が発症したもの4例であっ
た.ま た,治療前の夜尿 の重症度に よって分類する










について詳 しく問診 し,かつ親子関係診断テス ト(田
研式:日本文化科学社発行)を施行した.検尿や尿流
量率測定は全例に行い,必 要と判断したものは腹部単
純撮影,排 泄性腎孟造影,排 尿時膀胱造影,排 尿機能




























Fig.1.検討 した 夜 尿 警 報 器(EastleighAlarms:
英 国製).2枚 の薄 い金 網 マ ソ トの 間 と上
に シ ー ツを 重 ね て 使 用す る.
この セ ンサ ーは56×36.5cmの薄 い金 網 マ ッ ト2枚
か らで きて お り,そ の 間 に 綿 シー ツが重 ね られ,電 導
性 を 遮 断す る.こ の セ ンサ ーの上 に シ ー ツを懸 け,そ
















































治 療前 夜 尿 頻度
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いため途 中か ら薬物治療も併用 した.こ のIO例中,






























を行 ってきた.条 件づけ治療 と同じように2ヵ 月以上
治療観察できた122例について,条件づけ治療の治療





に比 べ 有意 に 悪 い 成 績 で あ る.(Wilcoxon検定l
P<0。Ol)。
Forsythe&Merrett12)も指 摘 して い る よ うに 曜両
親 は 夜 尿 回数 の有 意 の 減 少 に は少 しも興 味 が な く,彼
らは 完 全 に 治癒 す る こ と を待 ち 望 ん でい る"の であ
る.す なわ ち,臨 床 的 に 重要 な のは 薬物 投 与 中 の遺 尿
頻度 の 改善 効 果 だ け で な く,投 与 中 止 後 もこ の効 果 が
長 期 に わた って 継 続 す る こ とが 必 要 で あ る.
こ の点 か らみ る と,薬 物 療 法 よ り条件 づ け 療 法 の方
が優 れ てい る と思 われ る.
こ の条 件 づ け 治療 に よ る治 療成 績 は,判 定 基 準 や 治
療 期 間 は一一・一一定 し な い も の のGillison&Skinneri3)
90%,Young&Turner14)64.8%,Forsythc&
Redmond15)66劣,Meadowl6)85%,梅津2)90%,
竹 内3)88%,三好4)65%と報 告 してい る,わ れ わ れ も
80%が略 治 以 上 の良 好 な 成 績 で あ る.
また 効果 発 現 ま で の期 間 を 見 て も,わ れ われ の経 験
では 早 期 に 現れ,3ヵ 月 以 内 に28%,6ヵ 月 以 内に60
%が 略 治 以 上 の効 果 を あ げ て い る.こ れ は 薬物 療 法 の
3ヵ 月 以 内lI%,6ヵ 月 以 内25%が略 治 以 上 の効 果 と
い う成 績 に 比 べ有 意 に 優 れ て い る.さ らに詳 し く検 討
す る と,条 件 づ け 療 法 で 略 治 以上 の効果 を 得た40例の
うち35%が3ヵ 月 以 内,75%が6ヵ 月 以 内 であ る.こ
の成 績 か ら条 件 づ け 療 法 で 治癒 す る もの で あれ ば6カ
月 以 内 に4人 中3人 は 効果 が 得 られ る こ とに な る.そ
れ ゆ え,治 療 効 果 の お よそ の 目安 を つけ る のに6ヵ 月
が適 当 と考 え られ る.
こ の条 件 づ け療 法 は 本 邦,特 に 泌 尿 器科 領 域 で は
あ ま り用 い られ て い ない が,Turneri7)による と欧 米
で は,夜 尿症 の 標 準 的 な 治療 と して 一 般 に 広 く用 い
られ て い る よ うで あ る.夜 尿警 報 器 の 最 初 の 開発 は
Pfandlerの偶然 の 発 見 に よ る と さ れ て い る がD,
学 習 理 論 の 裏づ け と,多 数 の症 例 に よ る 使 用 報 告
はMowrer&Mower1)が 初 め て で あ る と思わ れ
る.彼 らは パ ブ ロ フの条 件 づ け理 論 に 基 づ い て,膀 胱
充 満 に よる 尿意 刺激 を 条 件 刺激 と し,排 尿 開 始直 後 に
ブザ ーの 合 図 で患 児 を 覚 醒 させ る こ とを 無 条件 刺 激 と
して 繰 り返せ ば,膀 胱 充 満 に よる尿 意 刺激 に よ っ て,
覚 醒 お よび排 尿 の制 止 とい う条件 反 応 が形 成 され る と
い う仮 説 を考 えた,こ れ 以外 に その 治 療機 序 につ い て
は,ブ ザ ーや それ に 続 く強 制 覚醒 を 回 避 し よ うとす る
M避 学 雷 だ とす る考 え な ど諸 説が あ り,ま だ確 定 して
い な い.
夜尿 症 は治 療 法 の い か ん に かか わ らず,再 発 は あ
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